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(57)【要約】
【課題】動画モード、標準モード、モノクロモードの３
つの表示モードを、消費電力が大幅に増加することなく
簡単な方法で切り替え可能なＯＬＥＤ表示装置を得る。
【解決手段】発光素子として有機発光ダイオードを用い
たＯＬＥＤ表示装置において、表示パネルを駆動する駆
動ＩＣ１０に、標準モードから動画モードに移行させる
動画モード信号及びモロクロモード信号の入力に基づい
て標準モード、動画モード、モノクロモードのモード切
り替えを行うモード切り替え手段として、動画モード信
号の入力に基づいてビデオデータの算出係数の変更を行
うためのビデオデータ調整計数回路１２及びガンマ調整
計数回路１３と、１フレーム内で消灯駆動を行い駆動制
御の変更を行うための消灯開始信号発生器１５とを備え
ると共に、モノクロモード信号を駆動回路内の構成及び
前記表示パネルに供給するモノクロモード信号供給線を
備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬＥＤ表示装置において、
　表示パネルを駆動する駆動回路に、標準モードから動画モードに移行させる動画モード
信号及びモロクロモード信号の入力に基づいて標準モード、動画モード、モノクロモード
のモード切り替えを行うモード切り替え手段を備えた
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記モード切り替え手段は、動画モード信号の入力に基づいてビデオデータの算出係数
の変更を行うためのビデオデータ調整計数回路及びガンマ調整計数回路と、１フレーム内
で消灯駆動を行い駆動制御の変更を行うための消灯開始信号発生器とを備えると共に、モ
ノクロモード信号を駆動回路内の構成回路及び前記表示パネルに供給するモノクロモード
信号供給線を備え、
　前記動画モードは、前記動画モード信号が前記駆動回路に入力され、かつ前記消灯開始
信号発生器からの画素消灯開始信号が前記表示パネルに入力されることで起動され、
　前記モノクロモードは、前記モノクロモード信号が前記駆動回路及び前記表示パネルに
入力されることで起動され、
　前記標準モードは、前記動画モード信号及び前記モノクロモード信号が発生しない状態
で起動される
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記表示パネルは、発光素子に電流を供給する駆動トランジスタを停止させる停止用ト
ランジスタと、当該停止用トランジスタのゲートに接続される停止用駆動信号線と、当該
停止用駆動信号線を駆動する信号線用駆動回路と、前記モノクロモード信号が入力され、
データ線に黒データを転送するスイッチ回路とを搭載する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか１項に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記標準モード、前記動画モード、前記モノクロモードの駆動は、ユーザーからの指示
、表示データの種類、表示装置が使用するアプリケーションの種類に起因する信号に基づ
いて切り替えられる
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬＥＤ（Organic light-em
itting diode）表示装置に関し、特に、ボケのない動画表示と長寿命化を実現すると共に
低消費電力化を実現するＯＬＥＤ表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、動きボケを防止すると共に、消費電力の増大及び短寿命化を抑制する表示装置と
して、入力データが動画か静止画かを識別する識別信号の値によって、動画の場合に黒挿
入駆動を行い、静止画の場合に黒挿入を行わないようにして、黒挿入の際は、１フレーム
を前後のサブフィールドに分割し、前フィールドで映像を表示し、後フィールドで黒挿入
するものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、ＯＬＥＤ表示装置は、自発光型であるので、背景部分を白表示、文字部分を黒表
示すれば、背景部分を黒表示、文字部分を白表示とする場合より低消費電力となるので、
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テキストデータについて、白黒反転して表示することで低消費電力化を図るものがある（
例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１１４２８６号公報
【特許文献２】特開２００３－１０８０７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＯＬＥＤは、ＬＣＤと同様のデータホールド型駆動であるため、動画ボ
ケが生じ易く、滑らかな動画表示に欠点があった。これに対応するため、駆動周波数を増
加させ、黒データの挿入を行っていたが、駆動周波数の増加は、消費電力の増加や電流密
度の増加によるＯＬＥＤ材料の劣化加速などを助長し、問題となっていた。
【０００６】
　また、動画ボケ防止のため、消灯時間が存在するので、輝度を一定に保つには、消灯時
間に反比例して輝度を高くする必要がある。このため、ＯＬＥＤに流れる電流密度が増加
し、ＯＬＥＤ材料の劣化速度が増すという問題が発生する。
【０００７】
　さらに、携帯機器は、その殆どがバッテリー駆動であり、低消費電力化は必須である。
使用者はバッテリー残量に気を使いながら使用しているが、バッテリー残量が少なくなっ
ても使い続けなければならない状況が生じることがある。そのため、携帯機器の使用時間
を延命できる有効な機能があれば、使用者にとって非常に有効なものとなり、表示装置の
消費電力を極力小さくすることが望まれている。
【０００８】
　この発明は上述した点に鑑みてなされたもので、動画を楽しめる動画モード、ＯＬＥＤ
材料の短寿命化を抑制する標準モード、自発光型表示装置に適したモノクロモードの３つ
の表示モードを、消費電力が大幅に増加することなく簡単な方法で切り替え可能な機能を
実現するＯＬＥＤ表示装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係るＯＬＥＤ表示装置は、発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬ
ＥＤ表示装置において、表示パネルを駆動する駆動回路に、標準モードから動画モードに
移行させる動画モード信号及びモロクロモード信号の入力に基づいて標準モード、動画モ
ード、モノクロモードのモード切り替えを行うモード切り替え手段を備えたことを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、用途に応じて、動画モード、標準モード、モノクロモードを使い分
けることで、ボケのない動画表示と長寿命化および低消費電力化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明に係るＯＬＥＤ表示装置として適用される３モード表示装置の概要を示
す図である。
【図２】この発明の実施の形態に係るＯＬＥＤ表示装置を説明するもので、駆動ＩＣの機
能を示すブロック図である。
【図３】駆動電流の増加と黒挿入率の関係を示す図である。
【図４】１フレームの画像を常にある割合だけ発光させる発光領域スクロール法による表
示を示す図である。
【図５】消灯方法と駆動波形を説明する図である。
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【図６】標準モード（Standard Mode）から動画モード（Moving Picture Mode）に移行す
る時の動作波形を示す図である。
【図７】この発明におけるＯＬＥＤ表示装置のものモノクロモードの表示方法に関する説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　まず、具体的な実施の形態を説明する前に、この発明の要旨ついて説明すると、次のと
おりである。
　１．駆動周波数を変えないで駆動できるよう、動画モードでは、１フレームの中で発光
と消灯を行う。
　２．標準モードから動画モードへの変換は、消灯率の設定とビデオデータの調整係数（
α、β）の設定を行った後、
　　ａ．動画モード信号ＭＰＭ（Moving Picture Mode）、
　　ｂ．動画用のビデオデータ、
　　ｃ．画素消灯開始信号ＯＦＦＳＴ
を発生させ、発光と消灯を制御することで行う。
　３．標準モードからモノクロモードへの変換は、モノクロモード信号ＭＣＭ（MonoChro
me Mode）を発生させ、自発光型材料の中で最も電流－光変換効率の良い材料のビデオ信
号を表示させることで行う。
　４．動画モードでは、標準モードでの輝度を消灯率に反比例した値に制御する。
　５．ＭＰＭ信号とモノクロモード信号ＭＣＭが発生しない場合を標準モードとする。
　６．各モードへの切り替えは、直接ユーザーが制御できるように開放する。
【００１３】
　ここで、この発明では、新しい機能として、動画モード、標準モード、そして、モノク
ロモードを切り替えられる機能を有する３モード表示装置を提供する。図１は、この発明
に係るＯＬＥＤ表示装置として適用される３モード表示装置の概要を示す図である。この
発明に係るＯＬＥＤ表示装置は、図１に示すように、動画モード、標準モード、モノクロ
モードを切り替えられる機能を有する。
【００１４】
　さらに、この発明に係るＯＬＥＤ表示装置の概要について以下に述べる。
　（１）データホールド型のＯＬＥＤ駆動法では、動画ボケが生じ易く、滑らかな動画表
示に欠点があった。これに対応するため、駆動周波数を増加させ、黒データの挿入を行っ
ていたが、駆動周波数の増加は、消費電力の増加や電流密度の増加によるＯＬＥＤ材料の
劣化加速などを助長し、問題となっていた。そこで、１フレームの中で、発光と消灯を行
い、その消灯率に見合った電流を流すことで、輝度を変えずに、つまり、消費電力を増加
させることなく、動画ボケが軽減できる動画表示を可能にする（これをEmission Scroll
法と称する）。このため、標準モードでの駆動周波数を変える必要はない。
　（２）しかし、駆動周波数を変えないとは言え、消灯時間が存在するので、輝度を一定
に保つには、消灯時間に反比例して、輝度を高くする必要がある。このため、ＯＬＥＤに
流れる電流密度が増加し、ＯＬＥＤ材料の劣化速度が増すという問題が発生する。これを
、軽減するため、必要なときだけ動画モードを使用するという、選択できる機能を、標準
モードに対し追加する。
　（３）また、携帯機器は、その殆どがバッテリー駆動であり、低消費電力化は必須であ
る。使用者はバッテリー残量に気を使いながら使用しているが、バッテリー残量が少なく
なっても使い続けなければならない状況が生じる。そこで、携帯機器の使用時間を延命で
きる有効な機能があれば、使用者にとって非常に有効であり、表示装置の消費電力を極力
小さくすることが望まれている。表示装置は、ＲＧＢの３原色を元に各色を所望の輝度で
発光させることで、所望の色表現している。バッテリー残量がない場合、携帯機器を操作
する上では、最低限の情報が分かれば良いので、３原色を１色にしても問題ないと考えら
れる。表示色を１色に絞る際、ＯＬＥＤのような自己発光型デバイスでは、電流－光変換
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効率がも最も大きな色を選択する方が、低消費電力化にはさらに有効である。視認性の観
点も含めて、緑Ｇが最適である。さらに、モノクロモードは、駆動ＩＣから黒データを入
力するのではなく、パネル内に用意された電源からデータ線に供給することで、駆動ＩＣ
の余分な消費電力を除くことができ、さらに低消費電力化ができる。また、常にモノクロ
モードで使用することで、エネルギーセービングとバッテリー充電機会の低減ができ、有
効性が増す。
　このような動画モード、標準モード、モノクロモードの選択可能な３モードを提供する
ことで、ユーザーにこれまでにない使用上のメリットを提供できる。
【００１５】
　次に、この発明の具体的な実施の形態について説明する。図２は、この発明の実施の形
態に係るＯＬＥＤ表示装置を説明するもので、表示パネルを駆動する駆動回路としての駆
動ＩＣの機能を示すブロック図である。図２に示すＯＬＥＤ表示装置は、滑らかな動画を
楽しめる動画モードと、ＯＬＥＤ材料の短寿命化を抑制することができる標準モードと、
低消費電力モードであるモノクロモードとの３つの駆動モードのモード切り替え手段を備
えた３モードＯＬＥＤ表示装置を示すもので、駆動ＩＣ１０と、消灯率設定回路２０及び
表示パネル３０とで構成されている。なお、標準モードとは、画質が４．６Ｍｂｐｓ前後
のビットレートに設定されているモードを言う。
【００１６】
　駆動ＩＣ１０は、従来と同様な構成としての論理回路１１、ビデオデータＲＧＢを格納
するメモリ１４、ビデオ信号ＲＧＢを直並列変換するＤＡＣ１６及びドライバ１７の他に
、モード切り替え手段の構成として、ビデオデータの算出係数の変更を行うためのビデオ
データ調整係数回路１２及びガンマ調整係数回路１３、１フレーム内で消灯駆動を行い駆
動制御の変更を行うための消灯開始信号発生器１５を備えると共に、モノクロモード信号
ＭＣＭを、論理回路１１、メモリ１４、ＤＡＣ１６、ドライバ１７及び表示パネル３０に
供給して論理回路１１、メモリ１４、ＤＡＣ１６、ドライバ１７及び表示パネル３０をモ
ノクロモードで動作させるためのモノクロモード信号供給線を備えている。
【００１７】
　図２に示すＯＬＥＤ表示装置において、標準モードから動画モードへの移行は、動画モ
ード信号（ＭＰＭ信号、ＭＰＭ：Moving  Picture Mode）の発生によって起動されるもの
で、ＭＰＭ信号は、ユーザーからの指示、表示データの種類（動画、静止画、テキストな
ど）、あるいはアプリケーションの種類に起因する信号に基づいて発生する。ＭＰＭ信号
が活性化されると、ビデオデータ調整係数回路１２において、ビデオデータ調整係数が、
標準仕様の値（Standard）から動画モードの値αに変更される。同様に、ガンマ調整係数
回路１３において、ガンマ係数が、標準仕様の値（Standard）から動画モードの値βに変
更される。そして、論理回路１１において、ビデオデータ調整係数回路１２からの調整係
数α及びガンマ調整係数回路１３からの調整係数βに基づいてビデオデータが計算される
。
【００１８】
　また、消灯率設定回路２０は、消灯率δに基づいて消灯時間設定信号（ＴＯＦＦ信号）
を生成し、消灯開始信号発生器１５は、消灯時間設定信号（ＴＯＦＦ信号）に基づいて消
灯開始信号（ＯＦＦＳＴ信号）の生成を行うようになされ、消灯開始信号（ＯＦＦＳＴ信
号）は、画素を順々に消灯させる回路を活性化させる機能を有する。消灯率設定回路２０
及び消灯開始信号発生器１５は、駆動ＩＣ１０外で作成しても良いし、駆動ＩＣ１０内の
論理回路１１内で生成しても良い。また、調整係数α、βは、消灯率δが確定されること
で決まる係数である。
【００１９】
　次に、モノクロモードへの移行は、モノクロモード信号ＭＣＭ（MonoChrome Mode）信
号の発生によって起動される。モノクロモード信号ＭＣＭは、ユーザーの指示、あるいは
バッテリー残量監視システムからの信号などによって発生する。モノクロモード信号ＭＣ
Ｍが活性化されると、選択されたモノカラーのみの演算が論理回路１１とメモリ１４との
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間で行われた後、ドライバ１７やＤＡＣ１６から、モノクロモードに必要な駆動信号（Ｃ
ＬＫ、Ｘ，Ｙ駆動信号、Ｍｕｘ信号, モノクロモード信号ＭＣＭ）やビデオデータがパネ
ル３０に入力される。
【００２０】
　論理回路１１では、通常、ビデオデータＲＧＢが各種補正のための演算処理が行われる
。モノクロモードでは、選択された１つの色についてのみ演算がなされる。演算量は３分
の１以下に減少し、メモリ１４間のデータのやり取りも減少する。ドライバ１７では、通
常、３色のビデオデータを書き込むための信号が出力される。しかし、モノクロモードで
は、選択された１つの色が書き込むのに必要な信号のみが出力される。また、ＤＡＣ１６
では、通常、３色のビデオデータが出力されるが、モノクロモードでは、選択された１つ
の色のみが出力される。
【００２１】
　次に、パネル３０内及び入力信号への対応として、以下に詳細を示す。
　動画モード（Moving Picture Mode）
　（ａ）動画ボケ対策
　駆動周波数は変化させることなく、１フレーム内の黒挿入時間を制御することで、動画
ボケ対策を行う。
　図３は、駆動電流の増加と黒挿入率の関係を示す図で、（ａ）は輝度と黒挿入率の関係
を示し、（ｂ）は駆動電流の数倍したときの動作点の動きを示している。設定輝度を一定
に保持するとすれば、駆動電流を大きくすると、発光時間は短くなる。例えば、図３に示
すように、
　　　　　黒挿入５０％の場合（点Ａ→点Ｂ）：　輝度２倍、発光時間５０％。
　　　　　黒挿入７５％の場合（点Ａ→点Ｃ）：　輝度４倍、発光時間２５％。
となり、発光時間が短くなるに従い、入力ビデオ電圧はＶｇｓがより大きくなる方向に移
動する。
【００２２】
　ここで、例えば、黒挿入５０％は、消灯率δ＝５０％と同じ意味である。すなわち、動
画モードでの輝度を、下式にしたがって、
　　動画モードでの輝度＝標準モードでの輝度×（１００／消灯率）
標準モードでの輝度を消灯率に反比例した値に制御することで、駆動周波数は変化させる
ことなく、１フレーム内の黒挿入時間を制御することで、動画ボケ対策を行うことができ
る。
【００２３】
　（ｂ）標準モードから動画モードへ移行する時のビデオデータ
　飽和領域での駆動トランジスタＴｒの駆動電流は、以下の式で示される。
　　ＩＤＳ＝Ｗ／Ｌ・μ・Ｃｏｘ・１／２・（ＶＧＳ－Ｖｔｈ）２　　　（１）
　　　ここで、Ｗはチャネル幅、Ｌはチャネル長、μは移動度、
　　　　　　　Ｃｏｘは単位面積当たりのゲート容量、
　　　　　　　ＶＧＳはゲート・ソース間電圧、Ｖｔｈは閾値電圧をそれぞれ示す。
　この発明では、黒挿入を行うため、発光時間が短くなり、輝度が低下する。標準モード
時のピーク輝度と動画モード時の輝度を一定に保持しようとすると、駆動電流を大きくし
てピーク輝度を大きくする必要がある。式（１）から、ソフトウエア的に可変可能なパラ
メータは、ゲート・ソース間電圧ＶＧＳである。このゲート・ソース間電圧をより大きく
するために、ビデオデータＶｓｉｇやＧａｍｍａに下記のように調整係数α、βを掛ける
。
　　　・Ｖｓｉｇ＝Ｖｓｉｇ×α　　　　　　・Ｇａｍｍａ＝Ｇａｍｍａ×β
　α、βは、標準モードの変換係数とは異なり、動画モード時の表示（輝度、階調など）
を正常に行うための調整係数であり、消灯率に影響される定数である。
【００２４】
　（ｃ）黒データ挿入方法と表示方法（Emission Scroll法）
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　従来の黒データ挿入方法では、駆動周波数が大きくなる。これは、駆動の高速化により
、消費電力が増加することを示しており、良い方法ではない。図４は、１フレームの画像
を常にある割合だけ発光させる方式である、発光領域スクロール法による表示を示してい
る。図４に示すように、１フレームを５画面に分けて、各画面内の黒挿入率を５０％とし
た場合を示し、５０％の発光領域が上から下に順次スクロールされるようにして表示され
る。このようにすると、駆動周波数を増加させることなく、動画ボケを抑制することがで
きる。
【００２５】
　（ｄ）黒データの作成方法（Emission Scroll法）
　黒データの作成方法として、発光を停止し、消灯させる方法を選択する。
　図５は、消灯方法と駆動波形を説明するもので、（ａ）は表示パネル３０内の消灯用画
素回路を示し、（ｂ）は駆動線波形を示す。消灯方法は、１Ｖの期間内の１ショットパル
スで、画素内の駆動トランジスタＴｒ ２をオフさせることで行う。
　この方法では、図５（ａ）に示すように、発光素子として有機発光ダイオードに電流を
供給する駆動トランジスタＴｒ ２を停止させる停止用トランジスタＴｒ ｏｆｆ、停止用
トランジスタＴｒ ｏｆｆのゲートに接続された停止用駆動信号線ＯＦＦ Ｌｉｎｅ、及び
停止用駆動信号線ＯＦＦ Ｌｉｎｅを駆動する信号線用駆動回路としてＯＦＦ シフトレジ
スタが必要である。
【００２６】
　（ｅ）動画モード（Moving Picture Mode：ＭＰＭ）時の動作波形
　図６は、標準モード（Standard Mode）から動画モード（Moving Picture Mode）に移行
する時の動作波形を示している。動画モードに入ったことを意味する認識信号ＭＰＭが活
性化（図中、“Ｌ”）することで、ＯＦＦシフトレジスタが活性化する。なお、図６にお
いて、ＶＳＴは垂直期間開始信号、ＶＯＵＴ１は垂直期間終了信号、ＶＯＵＴ２は消灯期
間終了信号を示す。
【００２７】
　モノクロモード（Monochrome Mode）
　（１）モノクロモードの特徴
　モノクロモードについてのこの発明のポイントは以下のとおりである。
　　ａ．モノクロモード表示を指示するモノクロモード信号ＭＣＭを発生させること。
　　ｂ．モノクロモード信号ＭＣＭによって、データ線に黒データを書き込むこと。
　　ｃ．モノクロモード信号ＭＣＭによって、駆動ＩＣ１０内の動作不要回路の動作を停
止させること。
　　ｄ．モノクロモードは、メーカー側の選択、顧客の指示、あるいは、バッテリー残量
監視システムからの信号などで動作可能なモードであり、選択可能な機能である。
　　ｅ．データ線に黒データを書き込む方法には、以下がある。
　　　・通常通り、駆動ＩＣ１０から黒データを書き込む方法
　　　・パネル３０内部に存在する黒電位をデータ線に書き込む方法
　　ｆ．モノクロモードのカラーは、ＲＧＢの場合、変換効率が最も大きな色が効果的で
あり、ＲＧＢの場合Ｗ（白）色である。
　　ｇ．モノクロモードによる低消費電力化は、ＬＣＤには不可能なモードであり、また
、ＲＧＢＷ画素であればさらに効果を発揮できるモードである。
　　ｈ．モノクロモードでは、パネル３０部分のみならず駆動ＩＣ１０の消費電力も低減
可能である。
　　ｉ．パネル３０部分での消費電力の９０％以上はＯＬＥＤでの消費電力であり、この
発明により３分の１以下にできる。
　　ｊ．モノクロモードがあることで、バッテリー残量低下時に延命措置を施すことがで
き、緊急事態に対応できる。
【００２８】
　（２）具体的回路例
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　黒データをパネル３０内部の電源から導入する方法を示す。画素におけるＯＬＥＤ駆動
ＴＦＴをｐ－ｃｈ Ｔｒとした場合である。
　図７は、この発明におけるＯＬＥＤ表示装置のものモノクロモードの表示方法に関する
説明図であり、（ａ）はデータラインの駆動回路、（ｂ）はモノクロモード時の駆動波形
をそれぞれ示している。図７に示すＯＬＥＤ表示装置は、ＲＧＢの３原色のうち適当な１
色としてＧサブ画素をモノクロモードの色とした場合を例示している。
【００２９】
　図７に示す構成では、パネル３０側の内部で、モノクロモード信号ＭＣＭを利用して黒
データを生成している。より具体的には、ＲＧＢそれぞれのデータラインとＶＤＤライン
との間に、モノクロモードに切り換えるためのスイッチとして、モノクロスイッチトラン
ジスタＭＳＷ（Monochrome SW）が設けられている。
【００３０】
　そして、モノクロモード信号ＭＣＭが「Ｌ」の場合（すなわち、モノカラー表示を行わ
せたい場合）には、以下の動作を行う。
１）ＲとＢに対応するＭｕｘ信号を「Ｈ」固定として駆動ＩＣ１０から受信し、動作する
のはＧサブ画素の１つに減る。
２）ＲとＢのデータラインは、モノクロスイッチトランジスタＭＳＷがＯＮすることで、
ＶＤＤラインから「Ｈ」データが入力され、以後、モノクロモードが続く限り、データの
変化はない。
３）結果として、ＲとＢのビデオデータは、「Don't care」となり、駆動ＩＣ１０で駆動
する必要はない。
　この結果、選択されなかったサブ画素に対応したデータラインに、黒データをパネル３
０側で書き込むことができるとともに、駆動ＩＣ１０側の演算負荷を軽減することができ
る。
　同様に、ＲＧＢＷの場合、Ｗのみのビデオデータを処理すればよく、消費電力は４分の
１以下になる。
【００３１】
　次に、先の図１を用いて、駆動ＩＣ１０側の動作について説明する。モノクロモード信
号ＭＣＭが発生すると、選択されたモノカラーのみの演算が論理回路１１とメモリ１４と
の間で行われた後、ドライバ１７およびＤＡＣ１６から、モノクロモードに必要な駆動信
号（ＣＬＫ、Ｘ、Ｙ駆動信号、Ｍｕｘ信号、モノクロモード信号ＭＣＭ）やビデオデータ
がパネル３０に入力される。
【００３２】
　論理回路１１は、通常、Ｒ、Ｇ、Ｂの各ビデオデータについて、各種補正のための演算
処理を行う。これに対して、モノクロモードでは、選択された１つの色についてのみ、演
算がなされる。従って、演算量は３分の１以下に減少し、メモリ１４とのデータのやり取
りも減少する。
【００３３】
　また、ドライバ１７からは、通常、３色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のビデオデータを書き込むため
のＭｕｘ信号が出力される。しかし、モノクロモードでは、選択された１つの色を書き込
むのに必要なＭｕｘ信号のみが出力され、他の２色は「Ｈ」状態として出力されることと
なる。
【００３４】
　また、ＤＡＣ１６からは、通常、３色のビデオデータが出力されるが、モノクロモード
では、選択された１つの色のみが出力され、データラインに反映されることとなる。一方
、他の色は、Ｍｕｘ信号が「Ｈ」状態となり、ＲおよびＢのデータラインドライバがＯＦ
Ｆ状態となるため（図７（ａ）（ｂ）参照）、ビデオデータとしてはどのようなデータが
出ていても関係ないこととなる。この結果、駆動ＩＣ１０側の演算負荷を軽減することが
できる。
【００３５】
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　従って、モノクロモードへの選択切り替えが可能な構成を備え、必要に応じて表示モー
ドをモノクロモードに切り換えることで、低消費電力化および電池の長寿命化を図ること
ができるＯＬＥＤ表示装置を得ることができる。
【００３６】
　さらに、駆動ＩＣ側だけでなく、パネル側にもモノクロモードへの選択切り替えが可能
な構成を備えることで、モノカラー表示を行わないサブ画素に対応するデータラインを強
制的に黒データ（すなわち、ＯＬＥＤが発光しないデータ）に変更することができ、駆動
ＩＣ側の演算処理を軽減させることができる。すなわち、駆動ＩＣ側においても、ビデオ
データの転送（入出力）を１種類のみにできるとともに、ビデオデータの演算を１つのみ
にすることができ、駆動ＩＣ側の消費電力をさらに低減できる。
【００３７】
　以上のように、上記実施の形態によれば、１つの表示装置で、３つの駆動方法を提供す
ることで、以下の機能を提供できる。
　・ボケのない動画映像を鑑賞する使い方
　・ＯＬＥＤの長寿命化に良い使い方
　・低消費電力での使い方
【００３８】
　また、各駆動モード間で、駆動周波数を変えないので、以下が期待できる。
　・大きな消費電力の増加がなく、低消費電力駆動を実現できる。
　・設計負担が軽く、開発コスト低減と製品開発が容易である。
【００３９】
　さらに、各モードの切り替えをユーザ（あるいはセットメーカー）に開放することで、
以下が期待できる。
　・バッテリー残量や駆動モード、さらにはアプリケーションなどに応じて、電力消費を
ユーザ（あるいはセットメーカー）がきめ細かく管理できる。
　・パネルを使う側に、多彩な選択肢を提供できる。
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